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渡
海
の
絵
巻 

―
― 

い
け
の
や
文
庫
蔵
『
御
曹
子
島
渡
り
』
―
― 

齋 

藤 

真
麻
理 

  

要 

旨 

 

明
代
に
陸
続
と
出
版
さ
れ
た
日
用
類
書
は
、
仮
名
草
子
『
異
国
物
語
』
や
奈
良
絵
本
『
山
海
異
物
』
等
の
典
拠
と
し
て
活
用
さ
れ
、
中
近
世
日

本
の
異
境
表
現
に
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
及
ぼ
し
た
。 

 

室
町
物
語
『
御
曹
子
島
渡
り
』
も
ま
た
、
不
可
思
議
な
異
国
・
異
境
を
語
る
代
表
的
な
作
品
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
伝
本
は
比
較
的
少
な
い
が
、

い
け
の
や
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
る
大
型
絵
巻
は
三
巻
か
ら
成
る
貴
重
な
一
本
で
あ
る
。
二
〇
一
七
年
八
月
、
国
文
学
研
究
資
料
館
の
国
際
共
同
研
究

「
境
界
を
め
ぐ
る
文
学
―
知
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
構
築
を
め
ざ
し
て
―
」
に
よ
り
、
そ
の
全
文
画
像
を
当
館
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
公
開
す
る
こ

と
を
得
た
。 

 

本
稿
で
は
そ
の
簡
略
な
紹
介
を
兼
ね
て
、
江
戸
時
代
前
期
の
奈
良
絵
本
特
有
の
絵
画
表
現
に
つ
い
て
検
証
す
る
と
と
も
に
、
明
代
日
用
類
書
の

本
文
表
記
の
「
揺
れ
」
が
新
た
な
説
話
を
生
成
す
る
可
能
性
を
考
え
て
み
た
い
。 
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一
、
明
代
日
用
類
書
と
異
境
表
現 

  

フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館
ス
ミ
ス
＝
ル
ス
エ
フ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
所
蔵
さ
れ
る
奈
良
絵
本
三
帖
、
題
簽
に
は
『
唐
物
語
』
と
あ
る
が
、

上
冊
内
題
に
「
異
国
物
語
」
と
見
え
る
と
お
り
、
内
容
は
仮
名
草
子
『
異
国
物
語
』
で
あ
る
。

 

（
1
）

序
文
に
は
「
何
の
国
に
は
人
の
か
た
ち
か

く
有
な
と
か
た
り
け
る
に
、
か
た
は
ら
い
た
く
お
も
し
ろ
し
」
と
述
べ
ら
れ
、
典
拠
は
「
三
才
図
繪
に
く
わ
し
く
あ
り
」
、
そ
れ
を
読
み
や

す
く
仮
名
書
き
に
し
た
も
の
が
本
書
『
異
国
物
語
』
だ
と
い
う
。 

こ
れ
を
見
る
に
、
初
心
の
人
め
や
す
か
ら
す
、
み
る
に
せ
ん
な
し
。
（
中
略
）
假
名
に
な
を
し
、
つ
れ
〳
〵
の
な
く
さ
み
と
せ
し
な
り
。

お
よ
そ
一
百
四
十
余
ケ
国
有
。
め
つ
ら
し
く
ち
か
ひ
し
こ
と
な
り
と
い
ふ
。
爰
に
よ
そ
へ
、
す
な
は
ち
異
国
物
か
た
り
と
名
つ
く
る

の
み
。 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 

（
フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館
蔵
『
異
国
物
語
』
） 

 

以
下
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
の
人
物
が
一
図
ず
つ
描
か
れ
、
毎
半
葉
上
部
に
一
図
ま
た
は
二
図
が
配
さ
れ
る
。
実
在
す
る
高
麗
国
等
の
ほ
か
、

一
目
国
や
長
人
国
と
い
っ
た
想
像
上
の
国
も
多
い
。
『
異
国
物
語
』
は
万
治
元
年
（
一
六
五
八
）
に
版
行
さ
れ
る
な
ど
、
人
々
の
耳
目
を
集

め
た
と
思
わ
れ
る
。 

 

『
異
国
物
語
』
の
典
拠
は
序
文
に
従
っ
て
『
三
才
図
会
』
と
考
え
ら
れ
、「
世
界
図
屏
風
」
等
の
影
響
も
指
摘
さ
れ
て
き
た
が
、
近
年
、

本
書
が
拠
っ
た
の
は
『
三
才
図
会
』
で
は
な
く
明
代
の
日
用
類
書
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
（
海
野
一
隆
「
『
異
国
物
語
』
の
種
本
」
『
日

本
古
書
通
信
』
九
〇
二
、
二
〇
〇
四
年
九
月
）。
日
用
類
書
と
は
、
中
国
明
代
の
後
期
、
万
暦
・
崇
禎
年
間
（
一
五
七
三
～
一
六
四
四
）
に

か
け
て
大
量
に
出
版
さ
れ
た
絵
入
り
の
通
俗
書
で
あ
る
。

 

（
2
）

諸
本
の
中
に
は
「
諸
夷
門
」
と
い
う
章
を
設
け
る
伝
本
が
散
見
し
、
紙
面
上
段

に
「
山
海
異
物
」
を
、
下
段
に
「
諸
夷
雑
誌
」
を
配
し
て
多
く
の
異
形
や
異
国
人
物
図
を
収
録
す
る
。
こ
の
「
諸
夷
雑
誌
」
が
約
百
四
十
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も
の
異
国
風
俗
を
記
し
た
『
異
国
物
語
』
の
典
拠
で
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館
の
奈
良
絵
本
『
異
国
物
語
』
を
生
む
土
壌
と
な
っ
た

の
で
あ
っ
た
。
一
方
の
「
山
海
異
物
」
は
奈
良
絵
本
に
も
仕
立
て
ら
れ
て
お
り
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
公
共
図
書
館
ス
ペ
ン
サ
ー
・
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
蔵
『
山
海
異
物
』
は
陽
明
文
庫
蔵
『
天
下
全
書
博
覧
不
求
人
』
に
拠
っ
た
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
（
拙
稿
「
描
か
れ
た
異
境
―
明
代
日

用
類
書
と
『
山
海
異
物
』
―
」
『
絵
が
物
語
る
日
本 

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク 

ス
ペ
ン
サ
ー
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
訪
ね
て
』
三
弥
井
書
店
、
二
〇

一
四
年
）
。 

 

そ
し
て
こ
こ
に
も
う
一
つ
、
不
可
思
議
な
国
々
の
さ
ま
を
語
る
物
語
が
存
在
す
る
。
そ
れ
は
室
町
物
語
『
御
曹
子
島
渡
り
』
で
あ
る
。 

二
、
い
け
の
や
文
庫
蔵
『
御
曹
子
島
渡
り
』 

 

『
御
曹
子
島
渡
り
』
の
伝
本
は
比
較
的
少
な
い
。
松
本
隆
信
「
室
町
時
代
物
語
類
現
存
本
簡
明
目
録
」
に
は
八
本
が
三
系
統
に
大
別
さ

れ
て
い
る
が
、
最
も
多
い
の
は
第
一
系
統
で
御
伽
文
庫
本
を
含
め
た
六
本
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
（
『
御
伽
草
子
の
世
界
』
三
省
堂
、
一
九
八

二
年
）。
「
伝
本
と
し
て
は
、
渋
川
板
の
御
伽
草
子
本
が
流
布
し
、
絵
巻
や
奈
良
絵
本
に
も
、
そ
の
系
統
の
本
が
多
い
」
と
も
指
摘
さ
れ
る

（
『
室
町
時
代
物
語
大
成
』
第
三
「
御
曹
司
島
わ
た
り
」
解
題
）。
「
簡
明
目
録
」
以
後
に
公
開
さ
れ
た
九
州
大
学
支
子
文
庫
蔵
の
絵
巻
二
軸

や
、
九
曜
文
庫
蔵
の
絵
巻
（
上
欠
）
も
第
一
系
統
に
属
す
る
。
第
二
系
統
は
第
一
系
統
と
は
構
成
が
異
な
り
、
秋
田
県
立
図
書
館
蔵
の
絵

巻
一
軸
が
知
ら
れ
る
。
第
三
系
統
に
は
簡
略
な
本
文
を
持
つ
寛
文
頃
の
絵
巻
一
軸
が
あ
る
。

 

（
3
）

 

 

新
た
な
伝
本
も
報
告
さ
れ
つ
つ
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
、
石
川
透
氏
ご
所
蔵
の
三
点
は
挿
絵
の
み
の
断
簡
で
先
掲
「
簡
明
目
録
」
に
未
記

載
の
横
型
奈
良
絵
本
で
あ
っ
た
。
内
容
は
『
御
曹
子
島
渡
り
』
の
裸
島
の
挿
絵
が
一
葉
ず
つ
（
Ａ
・
Ｂ
本
）
と
裸
島
を
除
く
挿
絵
十
二
葉

（
Ｃ
本
）
で
あ
る
（
同
氏
「
『
御
曹
子
島
渡
』
裸
島
絵
二
種
」
『
奈
良
絵
本
・
絵
巻
研
究
』
第
一
〇
号
、
二
〇
一
二
年
九
月
。
「
〈
研
究
ノ
ー
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ト
〉
『
御
曹
子
島
渡
』
の
伝
本
に
つ
い
て
」
『
文
学
・
語
学
』
第
二
〇
八
号
、
二
〇
一
四
年
三
月
）。 

 
横
型
の
奈
良
絵
本
は
兵
庫
県
立
歴
史
博
物
館
に
も
一
冊
が
所
蔵
さ
れ
、
全
文
の
カ
ラ
ー
画
像
が
同
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
公
開
さ
れ
た
。

本
文
は
第
一
系
統
で
古
梓
堂
文
庫
本
に
や
や
近
く
、
御
曹
子
が
「
ち
い
さ
こ
じ
ま
」
か
ら
「
き
け
ん
じ
や
う
」
に
到
着
し
、
大
王
の
前
で

笛
を
奏
で
る
場
面
ま
で
の
残
闕
本
で
あ
る
。
挿
絵
が
切
り
取
ら
れ
た
箇
所
も
あ
る
が
、
計
三
図
が
残
り
、
構
図
や
霞
の
表
現
等
も
含
め
て

石
川
氏
蔵
の
奈
良
絵
本
Ｃ
本
と
非
常
に
近
い
。
大
王
の
前
で
御
曹
子
が
笛
を
披
露
す
る
場
面
な
ど
は
、
構
図
を
反
転
さ
せ
れ
ば
こ
の
Ｃ
本

と
兵
庫
歴
史
博
物
館
本
は
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
『
御
曹
子
島
渡
り
』
に
横
型
奈
良
絵
本
が
複
数
存
在
す
る
こ
と
が
判
明
し

た
の
で
あ
り
、
石
川
氏
の
ご
指
摘
ど
お
り
、
本
作
品
は
相
当
数
の
奈
良
絵
本
が
制
作
さ
れ
、
流
行
を
み
た
と
推
測
さ
れ
よ
う
。 

 

さ
ら
に
二
〇
一
七
年
八
月
、
国
文
学
研
究
資
料
館
の
日
本
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
か
ら
、
い
け
の
や
文
庫
蔵
『
御
曹
子
島
渡
り
』

の
全
文
カ
ラ
ー
画
像
が
公
開
さ
れ
た
（
書
誌U

R
L

：http
:/

/
d
b
rec.n

ijl.ac.jp
/
K

T
G

_B
_1

0
0
2
5
7
4
3
6

）。
文
庫
の
ご
当
主
に
よ
れ
ば
、
こ
の
絵

巻
は
大
奥
に
仕
え
て
い
た
女
性
が
ご
当
家
に
輿
入
れ
す
る
際
に
主
君
か
ら
拝
領
し
た
品
で
、
代
々
大
切
に
守
り
伝
え
て
こ
ら
れ
た
と
い
う
。 

 

本
絵
巻
は
二
〇
〇
九
年
に
横
浜
開
港
資
料
館
に
持
ち
込
ま
れ
た
こ
と
が
あ
り
、
稿
者
も
一
見
さ
せ
て
頂
く
機
会
に
恵
ま
れ
た
。
当
時
の

手
元
の
控
え
に
よ
れ
ば
、
ま
も
な
く
テ
レ
ビ
番
組
「
開
運
な
ん
で
も
鑑
定
団
」
で
紹
介
さ
れ
る
由
で
あ
っ
た
。
そ
の
時
点
で
は
と
く
に
表

紙
の
傷
み
が
激
し
く
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
料
紙
の
糊
が
剥
離
し
て
ば
ら
ば
ら
に
な
っ
て
お
り
、
辛
う
じ
て
上
巻
第
二
三
、
二
四
紙
と
中
巻
第

八
、
九
紙
は
剥
が
れ
ず
に
残
っ
て
い
る
と
い
う
状
態
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
『
御
曹
子
島
渡
り
』
は
伝
本
が
少
な
く
、
三
巻
か
ら
成

る
い
け
の
や
文
庫
本
は
そ
れ
だ
け
で
も
貴
重
で
あ
っ
て
、
各
料
紙
の
保
存
状
態
は
比
較
的
良
好
、
し
か
も
挿
絵
の
多
く
が
二
紙
ま
た
は
三

紙
を
継
い
で
描
か
れ
た
豪
華
本
と
拝
見
し
た
。
露
呈
し
た
糊
代
部
分
に
帳
合
を
示
す
墨
書
が
あ
る
こ
と
も
目
を
引
い
た
。 

 

後
日
、
絵
巻
は
表
紙
を
改
め
て
巻
子
装
に
修
復
さ
れ
、
二
〇
一
二
年
に
当
該
番
組
で
紹
介
さ
れ
た
が
、
石
川
透
氏
に
よ
る
言
及
以
外
、

全
体
像
が
学
界
に
紹
介
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
い
ず
れ
当
館
よ
り
画
像
公
開
さ
せ
て
頂
い
て
学
界
に
資
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
と
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考
え
て
い
た
と
こ
ろ
、
二
〇
一
七
年
春
、
ご
当
主
よ
り
全
文
の
デ
ジ
タ
ル
公
開
と
、
修
復
前
に
稿
者
が
撮
影
し
た
手
撮
り
写
真
を
本
誌
に

掲
載
す
る
ご
許
可
も
賜
っ
た
。
格
別
の
ご
配
慮
を
賜
っ
た
ご
当
主
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
る
。

 

（
4
）

 

 
以
下
、
本
書
の
書
誌
を
簡
単
に
記
し
て
お
く
。 

 
 

『
御
曹
子
島
渡
り
』 

い
け
の
や
文
庫
蔵 

江
戸
時
代
前
期
写 

巻
子
装 

三
巻
三
軸 

○
表
紙
、
も
と
紺
色
無
地
表
紙
を
紺
の
布
表
紙
に
改
装
。
現
在
の
寸
法
は
縦
三
三
．
一
×
横
三
六
．
一
糎
、
全
長
一
二
九
一
．
一
糎

（
上
巻
）
、
縦
三
三
．
一
×
横
三
六
．
〇
糎
、
全
長
九
五
三
．
二
糎
（
中
巻
）
、
縦
三
二
．
八
×
横
三
四
．
〇
糎
、
全
長
一
五
六
五
．

八
糎
（
下
巻
）。
見
返
し
、
も
と
は
銀
切
箔
散
ら
し
の
料
紙
が
中
・
下
巻
に
備
わ
っ
て
い
た
が
、
現
在
は
三
巻
と
も
無
地
の
利
休
白

茶
の
料
紙
に
改
装
。
軸
は
真
鍮
で
修
復
前
の
も
の
。 

○
外
題
、
金
泥
の
下
絵
が
あ
る
朱
の
原
題
簽
「
嶋
わ
た
り 

上
（
中
・
下
）」
を
貼
付
。
中
巻
は
「
嶋
」
字
欠
損
。
題
簽
寸
法
、
縦
一

五
．
八
×
横
三
．
六
糎
（
上
巻
）
、
縦
一
五
．
三
×
横
三
．
六
糎
（
中
巻
）
、
縦
一
五
．
六
×
横
三
．
六
糎
（
下
巻
）
。
内
題
な
し
。 

○
本
文
料
紙
、
鳥
の
子
。
や
や
赤
み
の
か
っ
た
料
紙
も
用
い
て
色
変
わ
り
風
に
仕
立
て
る
。
全
巻
に
わ
た
っ
て
金
泥
で
藤
、
沢
瀉
、

葡
萄
な
ど
の
下
絵
を
描
く
。
各
料
紙
寸
法
は
本
稿
末
別
表
を
参
照
。
字
高
、
二
五
．
〇
糎
内
外
。
印
記
な
し
。 

○
そ
の
他 

下
巻
末
に
武
州
橘
郡
綱
嶋
村
鎮
守
諏
訪
大
明
神
御
寳
前
奉
詠
の
狂
歌
等
を
伴
う
が
、
本
作
品
と
は
関
係
し
な
い
。
伝
来

過
程
の
偶
然
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。 

 

い
け
の
や
文
庫
本
は
諸
本
系
統
で
は
第
一
系
統
に
属
し
、
九
曜
文
庫
の
絵
巻
と
近
く
、
同
一
工
房
で
制
作
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
挿

絵
の
筆
致
が
途
中
で
変
わ
る
な
ど
、
複
数
の
絵
師
が
制
作
に
関
与
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
御
曹
子
が
朝
日
天
女
と
出
会
う
場
面
（
中

巻
第
一
二
紙
）
に
つ
い
て
は
本
文
に
具
体
的
記
述
は
な
く
、
し
か
も
大
王
の
屋
形
に
招
じ
入
れ
ら
れ
る
前
に
挿
入
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

御
曹
子
が
海
中
を
鬼
達
に
追
わ
れ
る
場
面
（
下
巻
二
三
、
二
四
紙
）
は
「
大
職
冠
」
の
挿
絵
を
連
想
さ
せ
る
が
、
本
文
に
い
う
「
う
き
く
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つ
と
い
ふ
馬
な
と
に
」
乗
っ
た
鬼
は
描
か
れ
て
お
ら
ず
、
或
い
は
伝
来
過
程
で
失
わ
れ
た
可
能
性
を
考
え
て
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
挿

絵
に
は
し
ば
し
ば
補
彩
や
補
筆
が
施
さ
れ
て
お
り
、
甚
だ
し
き
は
下
巻
の
う
ち
、
朝
日
天
女
が
金
の
箱
を
持
ち
帰
る
場
面
（
第
一
二
紙
）

と
箱
を
御
曹
子
に
差
し
出
す
場
面
（
第
一
三
、
一
四
紙
）
の
間
に
樹
木
を
描
き
足
し
、
本
来
は
別
々
の
挿
絵
を
一
連
の
場
面
の
ご
と
き
体

裁
に
整
え
て
い
る
。
ま
た
、
本
文
料
紙
に
金
泥
を
補
っ
た
箇
所
も
多
い
。
中
巻
第
一
七
紙
（
デ
ジ
タ
ル
画
像
第
五
七
コ
マ
）
な
ど
は
文
字

の
上
に
金
泥
が
乗
っ
て
い
る
さ
ま
が
画
像
か
ら
も
は
っ
き
り
分
か
る
。
こ
れ
ら
の
例
は
本
絵
巻
が
制
作
時
の
ま
ま
で
は
な
い
こ
と
の
証
左

で
あ
る
と
同
時
に
、
補
修
を
重
ね
な
が
ら
大
切
に
伝
え
ら
れ
て
来
た
歴
史
を
物
語
っ
て
い
る
。 

 

興
味
深
い
の
は
、
い
け
の
や
文
庫
本
の
各
料
紙
の
端
に
残
さ
れ
て
い
た
墨
書
で
あ
る
。
巻
子
装
に
修
復
さ
れ
た
現
在
で
は
視
認
で
き
な

い
が
、
絵
巻
の
制
作
や
修
復
の
実
態
を
伝
え
る
情
報
と
思
わ
れ
る
の
で
、
こ
こ
に
報
告
し
て
お
き
た
い
。 

 

墨
書
は
［
図
版
１
］
右
端
の
よ
う
に
、
巻
子
装
の
糊
代
部
分
に
当
た
る
料
紙
オ
モ
テ
の
右
上
と
右
中
央
に
見
ら
れ
、「
い
」
「
ろ
」
「
は
」

の
平
仮
名
と
漢
数
字
と
が
組
み
合
わ
さ
れ
て
い
る
。
料
紙
ウ
ラ
の
右
上
に
も
同
様
の
墨
書
が
あ
っ
た
［
図
版
２
］
。
オ
モ
テ
右
中
央
に
は
漢

数
字
の
み
を
墨
書
す
る
場
合
と
、
数
字
に
「
包
」
と
い
う
一
文
字
を
加
え
る
場
合
が
見
ら
れ
た
［
図
版
３
］。
「
包
」
字
は
や
や
字
形
が
崩

れ
て
い
る
が
、
お
お
む
ね
「
包
」
と
読
ん
で
良
い
よ
う
で
あ
り
、
上
巻
と
中
巻
末
の
料
紙
な
ど
に
は
「
終
」
字
が
加
え
ら
れ
て
い
た
。
判

読
不
能
箇
所
を
除
け
ば
、
オ
モ
テ
右
上
の
墨
書
と
ウ
ラ
右
上
の
墨
書
と
は
同
一
内
容
で
あ
っ
た
。
い
ず
れ
の
墨
書
も
絵
巻
制
作
の
時
期
と

ほ
ぼ
同
じ
か
、
さ
ほ
ど
隔
た
っ
て
い
な
い
印
象
で
あ
る
。 

 

以
上
を
一
覧
に
し
た
の
が
本
稿
末
の
別
表
「
い
け
の
や
文
庫
蔵
『
御
曹
子
島
渡
り
』
デ
ー
タ
」
で
あ
る
。
墨
書
は
上
中
下
巻
を
「
い
」

「
ろ
」
「
は
」
で
区
別
し
、
数
字
は
概
ね
帳
合
に
従
っ
て
い
る
。
「
包
」
の
意
が
明
確
で
は
な
い
が
、
次
の
挿
絵
の
入
る
直
前
の
料
紙
に
こ

の
文
字
が
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
発
注
も
し
く
は
修
復
の
際
に
錯
簡
が
生
じ
な
い
よ
う
、
各
「
包
」
ご
と
に
管
理
さ
れ
て
い
た
可
能

性
が
考
え
ら
れ
る
。

 

（
5
）
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上
巻
は
第
二
六
紙
で
終
わ
る
が
、
こ
の
部
分
は
鬼
ど
も
が
住
む
「
ゑ
ぞ
か
し
ま
と
て
、
か
く
れ
な
き
む
く
り
か
す
む
し
ま
」
に
御
曹
子

が
上
陸
し
た
場
面
で
あ
り
、
詞
書
は
途
中
で
途
切
れ
て
い
る
。 

け
る
有
様
也
。
あ
さ
ま
し
や
、
か
ゝ
る
う
き
め
に
あ
ふ
事
も
、
前
世
の
い
ん
ぐ
は
め
く
り
き
て
、
か
ゝ
る
こ
と
の
心
ほ
そ
く
て
お
は

せ
し
か
、
さ
れ
共
心
を
取
な
を
し
、
鬼
共
に
仰
ら
れ
け
る
や
う
は
、
す
こ
し
の
い
と
ま
を
た
ひ
給
へ
。
竹
を
な
ら
し
て
き
か
せ
申
さ

ん
と
有
け
れ
は
、
す
こ
し
く
つ
ろ
げ
た
て
ま
つ
る
。
そ
の
ひ
ま
に
た
い
と
う
丸
を
取
い
た
し
、
ね
と
り
す
ま
し
給
ひ
て
、
ま
ん
じ
ゆ

ら
く
と
い
ふ
か
く
を
し
は
し
ふ
か
せ
給
へ
は
、 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 

（
い
け
の
や
文
庫
本
・
上
巻
末
） 

 

中
巻
冒
頭
は
「
さ
る
ほ
と
に
、
お
に
と
も
こ
れ
を
き
く
よ
り
も
、
竹
を
な
ら
す
か
お
も
し
ろ
き
に
、
い
か
ほ
と
も
な
ら
せ
と
て
、
み
な

〳
〵
し
つ
ま
り
て
、
笛
を
き
ゝ
て
そ
ゐ
た
り
け
る
。
御
さ
う
し
は
御
覧
し
て
」
と
始
ま
る
。
中
・
下
巻
と
も
「
さ
る
ほ
ど
に
」
が
冒
頭
に

加
え
ら
れ
て
新
た
に
語
り
起
こ
し
た
印
象
を
与
え
る
が
、
こ
の
た
め
中
巻
は
上
巻
と
繋
が
り
に
く
い
。
こ
の
よ
う
に
詞
書
が
途
切
れ
、
接

続
が
不
自
然
で
あ
る
場
合
、
通
常
は
上
巻
末
に
欠
落
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
よ
う
。
し
か
し
、
料
紙
の
糊
代
部
分
に
「
十
六
包
終
」
と
墨
書

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
も
と
も
と
（
ま
た
は
制
作
時
期
か
ら
さ
ほ
ど
遠
く
な
い
時
期
に
）
こ
こ
で
上
巻
が
終
わ
っ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。 

 

中
巻
末
尾
の
第
一
九
紙
は
「
御
さ
う
し
は
た
ゝ
ひ
と
り
、
ひ
ろ
に
は
に
お
は
し
ま
し
、
と
や
せ
ん
、
か
く
や
あ
ら
ま
し
と
、
し
は
し
そ

こ
に
た
ゝ
す
み
給
ふ
。
大
わ
う
、
ゑ
し
や
き
を
御
つ
か
い
に
て
、
い
か
に
や
、
あ
し
は
ら
国
の
く
は
ん
き
よ
は
い
つ
く
に
あ
る
そ
。
見
て

参
れ
と
有
し
か
は
、
ゑ
し
や
き
は
う
け
た
ま
は
り
、
ひ
ろ
え
ん
さ
し
て
出
け
れ
は
、
も
と
の
所
に
有
け
る
を
、
よ
く
〳
〵
見
奉
り
て
か
へ

り
け
る
」
で
終
わ
り
、
続
く
下
巻
は
「
さ
る
ほ
と
に
、
大
わ
う
に
か
く
と
申
け
れ
は
、
大
わ
う
き
こ
し
め
し
、
さ
て
は
ふ
し
ぎ
の
も
の
か

な
。
さ
ら
は
出
て
さ
か
も
り
せ
ん
。
竹
を
も
」
と
始
ま
っ
て
本
文
は
自
然
に
流
れ
て
ゆ
く
。
な
お
、
下
巻
最
後
の
挿
絵
の
直
前
、
第
二
七

紙
に
は
「
十
六
包
」
と
墨
書
が
あ
り
、
物
語
は
「
御
さ
う
し
、
か
つ
は
と
お
き
さ
せ
給
ひ
、
い
か
に
や
と
と
は
ん
と
す
れ
と
も
夢
に
て
あ

り
。
（
中
略
）
む
か
し
よ
り
い
ま
に
い
た
る
ま
て
、
ふ
う
ふ
の
中
ほ
と
に
せ
つ
な
き
こ
と
は
よ
も
あ
ら
し
。
か
く
て
、
ひ
や
う
ほ
う
ゆ
へ
に
、
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日
本
を
思
ふ
ま
ゝ
に
し
た
か
へ
て
、
げ
ん
し
の
御
代
と
こ
そ
な
り
に
け
れ
」
と
結
ば
れ
る
（
第
三
〇
紙
）
。 

 
以
上
、
い
け
の
や
文
庫
本
は
三
巻
仕
立
て
な
が
ら
中
巻
が
短
く
、
下
巻
は
か
な
り
長
い
。
『
御
曹
子
島
渡
り
』
の
伝
本
は
二
軸
（
冊
）
ま

た
は
一
軸
（
冊
）
本
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
現
在
知
ら
れ
る
伝
本
の
う
ち
、
三
冊
本
は
山
田
平
十
郎
旧
蔵
の
大
型
奈
良
絵
本
の
み
で
あ
る
。

そ
の
各
冊
丁
数
は
十
七
丁
、
十
九
丁
、
十
四
丁
で
、
挿
絵
の
数
も
含
め
て
ほ
ぼ
均
等
な
分
量
に
仕
立
て
ら
れ
て
い
る
（
先
掲
「
簡
明
目
録
」
、

『
室
町
物
語
集
』
解
題
参
照
）
。
こ
れ
に
比
し
て
、
い
け
の
や
文
庫
本
が
三
巻
の
分
量
に
不
均
衡
を
生
じ
た
理
由
は
判
然
と
し
な
い
が
、
料

紙
端
の
墨
書
を
含
め
、
奈
良
絵
本
全
盛
期
に
お
け
る
絵
巻
制
作
の
実
態
を
考
察
す
る
上
で
も
注
目
す
べ
き
絵
巻
と
い
え
よ
う
。 

三
、
時
代
を
映
す
絵
巻
―
波
濤
図
と
美
人
図
― 

 

い
け
の
や
文
庫
蔵
『
御
曹
子
島
渡
り
』
の
挿
絵
に
は
、
江
戸
時
代
前
期
の
奈
良
絵
本
・
絵
巻
に
共
通
す
る
要
素
が
看
取
さ
れ
る
。
波
濤

図
を
描
く
障
子
は
そ
の
好
例
で
あ
る
。 

 

御
曹
子
の
最
終
目
的
地
で
あ
っ
た
喜
見
城
に
つ
い
て
は
、
御
伽
文
庫
本
や
秋
田
県
立
図
書
館
本
は
い
わ
ゆ
る
タ
イ
ル
風
の
床
な
ど
で
異

境
性
を
表
現
す
る
に
留
ま
る
が
、
い
け
の
や
文
庫
本
や
九
曜
文
庫
本
、
支
子
文
庫
本
等
は
波
濤
を
調
度
品
に
描
く
。
い
け
の
や
文
庫
本
の

喜
見
城
は
、
障
子
や
塀
ま
で
が
あ
た
か
も
青
磁
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
彩
り
の
波
濤
図
で
荘
厳
さ
れ
て
い
る
［
図
版
４
］。 

 

同
様
の
波
濤
図
は
、
異
境
の
象
徴
と
し
て
十
七
世
紀
に
商
業
的
に
量
産
さ
れ
た
奈
良
絵
本
・
絵
巻
に
頻
出
す
る
。
た
と
え
ば
酒
呑
童
子

の
物
語
で
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
公
共
図
書
館
ス
ペ
ン
サ
ー
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
蔵
『
大
江
山
酒
呑
童
子
』（
三
軸
、
整
理
番
号
№
96
）
や
国

会
図
書
館
蔵
『
伊
吹
と
う
し
』
（
一
軸
、D

O
I

：10
.1

1
5
0
1
/
1
2
8
8
3
8
1

）
、
國
學
院
大
學
蔵
『
酒
呑
童
子
絵
巻
』
（
一
軸
、ID

：LD
L
0
0
0
0
4
0

）

を
は
じ
め
、
し
ば
し
ば
童
子
は
波
濤
の
障
子
で
飾
ら
れ
た
邸
内
で
酒
宴
に
興
じ
て
い
る
。
と
く
に
国
会
本
は
い
け
の
や
文
庫
蔵
『
御
曹
子
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島
渡
り
』
の
青
磁
色
の
波
濤
図
に
近
似
す
る
。 

 
異
境
表
現
と
し
て
の
波
濤
図
は
、
『
枕
草
子
』
以
来
、
宮
中
の
調
度
と
し
て
諸
文
献
に
記
さ
れ
る
「
荒
海
の
障
子
」
が
源
流
か
と
推
測
さ

れ
る
。
海
中
に
手
長
足
長
を
描
く
こ
の
奇
妙
な
障
子
を
め
ぐ
る
言
説
は
謡
曲
「
大
江
山
」
や
慶
應
義
塾
大
学
蔵
『
し
ゆ
て
ん
童
子
』
（
三
巻
）

に
も
見
え
て
い
る
が
、
後
者
で
は
泥
酔
し
た
童
子
は
よ
ろ
め
き
な
が
ら
座
敷
を
立
ち
、「
い
つ
し
か
、
め
に
見
え
ぬ
、
お
に
の
ま
の
、
あ
ら

う
み
の
し
や
う
し
、
を
し
た
て
ゝ
、
よ
る
の
ふ
し
と
に
こ
も
り
に
け
り
」
と
語
ら
れ
る
。

 

（
6
）

 

 

波
濤
が
象
徴
す
る
異
境
は
酒
呑
童
子
の
屋
形
に
限
ら
な
い
。
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
『
う
ら
し
ま
』（
一
軸
）
の
竜
宮
は
波
濤
の
障
子
で

飾
ら
れ[

図
版
５]

、
同
じ
く
『
咸
陽
宮
』（
二
冊
）
で
は
人
物
の
背
後
に
波
濤
の
衝
立
が
置
か
れ
て
い
る[

図
版
６]

。
海
の
見
え
る
杜
美
術

館
蔵
『
天
狗
の
内
裏
』
で
も
波
文
の
調
度
が
天
狗
た
ち
の
居
所
を
彩
る
な
ど
、
類
例
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。 

 

と
り
わ
け
興
味
深
い
の
は
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ビ
ー
テ
ィ
ー
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ィ
に
所
蔵
さ
れ
る
『
十
二
類
絵
巻
』（
三
軸
）
で
あ
る[

図
版
７]

。

物
語
末
尾
、
主
人
公
の
狸
は
人
間
の
僧
侶
の
手
で
得
度
す
る
が
、
そ
の
部
屋
の
障
子
に
は
波
濤
図
と
風
景
図
と
が
描
か
れ
る
。
こ
こ
は
作

中
で
唯
一
、
人
間
と
異
類
異
形
の
世
界
が
交
錯
す
る
場
面
で
あ
り
、
二
種
類
の
障
子
は
そ
れ
を
象
徴
す
る
機
能
を
果
た
し
て
い
よ
う
。

 

（
7
）

 

 

波
濤
図
は
奈
良
絵
本
や
絵
巻
の
世
界
に
留
ま
ら
ず
、
近
世
前
期
の
版
本
に
も
足
跡
を
残
し
た
。
延
宝
四
年
（
一
六
七
六
）
刊
『
は
ち
か

づ
き
』
の
挿
絵
で
は
臨
終
間
近
の
母
君
と
鉢
を
頂
い
た
姫
と
が
向
か
い
合
っ
て
座
り
、
周
囲
に
乳
母
た
ち
や
父
君
が
配
さ
れ
る
が
、
母
君

の
背
後
に
は
波
濤
図
の
屏
風
が
描
か
れ
、
両
親
の
座
す
上
畳
の
緣
に
も
波
濤
の
文
様
が
見
ら
れ
る[

図
版
８]

。
こ
れ
に
つ
い
て
は
「
こ
れ

か
ら
姫
君
に
降
り
か
か
る
さ
ま
ざ
ま
な
苦
難
や
、
姫
君
を
残
し
て
他
界
し
よ
う
と
す
る
母
君
の
胸
の
内
」
「
母
君
が
こ
れ
か
ら
逝
こ
う
と
す

る
補
陀
落
海
」
の
暗
示
的
表
現
と
し
、
本
作
品
に
お
け
る
水
は
「
作
中
人
物
の
心
中
を
表
す
重
要
な
モ
チ
ー
フ
」
と
す
る
見
解
も
あ
る
。

 

（
8
）

だ

が
、
延
宝
四
年
と
い
え
ば
ま
さ
に
奈
良
絵
本
・
絵
巻
の
全
盛
期
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
異
境
表
現
と
し
て
繰
り
返
し
波
濤
図
が
描
か
れ
て
い

た
。
従
っ
て
、
延
宝
四
年
版
『
は
ち
か
づ
き
』
の
波
濤
図
も
ま
た
、
人
知
を
超
え
た
力
の
発
露
の
表
象
と
し
て
理
解
で
き
よ
う
。 
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い
け
の
や
文
庫
蔵
『
御
曹
子
島
渡
り
』
の
挿
絵
に
は
、
波
濤
図
の
ほ
か
に
も
江
戸
時
代
前
期
の
奈
良
絵
本
・
絵
巻
に
特
徴
的
な
表
現
が

見
ら
れ
る
。
馬
人
島
の
場
面
を
参
照
し
て
み
よ
う
。
御
曹
子
が
島
に
到
着
す
る
と
、「
た
か
さ
十
ち
や
う
は
か
り
な
る
も
の
、
二
三
十
人
い

て
き
た
り
し
か
、
こ
し
よ
り
う
へ
は
む
ま
に
て
あ
り
、
こ
し
よ
り
下
は
人
な
り
し
か
、
こ
し
の
あ
た
り
を
見
給
へ
は
、
た
い
こ
を
つ
け
て

あ
な
た
こ
な
た
と
し
け
る
」
島
人
た
ち
が
出
迎
え
た
。
彼
ら
の
言
に
よ
れ
ば
、
こ
の
島
は
「
王
せ
ん
嶋
と
申
て
、
か
く
れ
な
き
む
ま
人
し

ま
」
で
、
腰
の
太
鼓
は
転
ん
だ
際
に
叩
い
て
助
け
を
呼
ぶ
必
須
の
道
具
だ
と
い
う
。
諸
本
い
ず
れ
も
渚
で
御
曹
子
と
対
面
す
る
と
い
う
近

似
の
構
図
を
と
る
が
、
い
け
の
や
文
庫
本
は
馬
人
の
数
が
多
く
、
豪
華
な
一
図
と
な
っ
て
い
る
。
注
目
さ
れ
る
の
は
、
右
手
を
曲
げ
、
左

手
は
袖
の
内
側
に
隠
し
な
が
ら
御
曹
子
の
方
へ
差
し
伸
べ
て
、
見
返
り
美
人
さ
な
が
ら
に
彼
を
振
り
向
く
馬
人
の
す
が
た
で
あ
る
［
図
版

９
］。
こ
う
し
た
挙
措
は
「
寛
文
美
人
図
」
な
ど
江
戸
初
期
風
俗
画
の
美
人
図
に
非
常
に
近
い
。
美
人
図
の
女
性
た
ち
は
左
手
の
先
を
袖
内

に
隠
し
、
右
手
で
着
物
の
褄
を
と
り
、
あ
る
い
は
恋
文
な
ど
を
持
ち
な
が
ら
、
ひ
と
り
立
っ
て
前
方
を
見
つ
め
る
と
い
う
特
徴
を
持
つ
。

同
様
の
挙
措
は
江
戸
時
代
前
期
の
絵
巻
や
奈
良
絵
本
に
見
ら
れ
る
絵
画
表
現
で
あ
り
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
公
共
図
書
館
ス
ペ
ン
サ
ー
・
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
蔵
『
鼠
草
紙
出
世
物
語
』（
一
軸
、
江
戸
時
代
前
期
写
）
や
天
理
図
書
館
蔵
『
鼠
の
草
子
別
本

』（
一
軸
、
江
戸
時
代
初
期
写
）
も

そ
の
一
例
で
あ
る
。

 

（
9
）

 

 

こ
の
馬
人
と
よ
く
似
た
挙
措
と
し
て
は
、
出
光
美
術
館
蔵
「
花
持
美
人
図
」
（
『
江
戸
の
美
人
画 

寛
永
・
寛
文
期
の
肉
筆
画
』
、
図
版

№
120
、
学
習
研
究
社
、
一
九
八
二
年
）
や
、
同
じ
く
江
戸
初
期
風
俗
画
の
「
舞
踊
図
」
（
京
都
市
、
重
要
美
術
品
）
な
ど
も
想
起
さ
れ
よ

う
。
前
者
の
女
性
は
右
手
を
軽
く
曲
げ
て
花
を
持
ち
、
左
手
は
横
へ
伸
ば
し
て
や
や
斜
め
後
ろ
を
振
り
返
る
。
舞
踊
図
の
女
性
は
楽
に
合

わ
せ
、
両
手
を
広
げ
て
舞
う
。
し
な
や
か
な
そ
の
容
姿
は
、
馬
人
が
太
鼓
を
身
に
着
け
、
両
手
を
横
へ
広
げ
た
さ
ま
に
よ
く
似
る
。
す
な

わ
ち
、
い
け
の
や
文
庫
本
が
描
く
馬
人
は
、
江
戸
時
代
前
期
の
商
業
的
に
量
産
さ
れ
た
奈
良
絵
本
・
絵
巻
と
共
通
す
る
特
色
を
有
し
て
い

る
の
で
あ
り
、
頭
部
さ
え
人
間
の
女
性
で
あ
っ
た
な
ら
ば
こ
う
も
あ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
「
馬
人
美
人
図
」
な
の
で
あ
っ
た
。 
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近
世
初
期
風
俗
画
に
共
通
す
る
表
現
は
、
い
け
の
や
文
庫
本
の
末
尾
、
御
曹
子
が
無
事
に
帰
国
し
て
秀
衡
と
再
会
す
る
場
面
に
も
看
取

さ
れ
る
。
縁
側
に
列
座
す
る
家
臣
た
ち
の
装
束
に
は
背
中
か
ら
腰
に
か
け
て
巨
大
な
松
が
配
さ
れ
、
あ
る
い
は
白
い
貝
に
大
き
な
蟹
、
鱗

文
に
海
老
が
散
ら
さ
れ
て
い
る
が
、
無
論
、
こ
れ
ら
は
『
見
聞
諸
家
紋
』
な
ど
の
家
紋
資
料
に
は
見
当
た
ら
な
い
。
同
趣
の
斬
新
か
つ
大

柄
の
文
様
を
用
い
た
意
匠
は
、
寛
文
美
人
図
の
女
性
た
ち
が
ま
と
う
「
寛
文
小
袖
」
の
特
徴
と
合
致
す
る
。
実
際
、
松
や
蟹
、
海
老
を
大

胆
に
用
い
た
意
匠
は
寛
文
六
年
（
一
六
六
六
）
刊
の
小
袖
雛
形
本
『
御
ひ
い
な
が
た
』
に
見
え
て
お
り
、
個
人
蔵
「
桜
狩
遊
楽
図
」
（
寛
永

期
作
、
重
要
美
術
品
）
で
は
三
味
線
を
奏
で
る
女
性
が
大
き
な
海
老
を
散
ら
し
た
小
袖
に
身
を
包
む
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
い
け
の
や
文
庫
蔵
『
御
曹
子
島
渡
り
』
は
江
戸
時
代
前
期
に
共
有
さ
れ
た
異
境
表
現
を
用
い
つ
つ
、
大
胆
か
つ
奇
抜
な

小
袖
が
歓
迎
さ
れ
た
当
代
の
空
気
を
も
よ
く
伝
え
る
絵
巻
と
い
え
よ
う
。 

四
、
小
人
国
の
表
象 

 

い
け
の
や
文
庫
本
に
よ
れ
ば
、
御
曹
子
の
渡
海
は
「
ゑ
そ
か
し
ま
大
て
し
ま
、
は
ら
ね
こ
し
ま
、
ま
つ
し
ま
、
う
し
人
し
ま
、
を
か
の

し
ま
、
と
ら
嶋
、
ま
つ
ま
い
嶋
、
か
ふ
ど
し
ま
、
ゆ
み
し
ま
、
た
け
嶋
、
も
ろ
か
し
ま
、
い
わ
う
嶋
、
き
か
い
か
嶋
、
け
ん
か
い
か
嶋
、

ひ
る
か
嶋
、
た
て
の
嶋
」
を
通
り
過
ぎ
、
波
路
を
揺
ら
れ
る
こ
と
七
十
五
日
目
に
し
て
馬
人
島
へ
到
着
、
そ
の
後
は
裸
島
、
女
護
島
へ
と

次
々
上
陸
し
、
珍
奇
な
島
人
た
ち
と
の
交
流
を
経
る
旅
と
な
っ
た
。
続
い
て
御
曹
子
が
ま
た
も
や
珍
し
い
島
へ
と
舟
を
つ
け
る
と
、
渚
に

は
背
の
高
さ
一
尺
二
寸
の
小
人
た
ち
が
現
れ
た
。
こ
れ
こ
そ
「
ち
い
さ
こ
島
」
で
あ
っ
た
。 

せ
い
の
た
か
さ
は
一
し
や
く
二
す
ん
、
あ
ふ
き
の
た
け
ほ
と
の
人
、
三
十
人
は
か
り
い
て
き
た
り
た
り
。
御
さ
う
し
御
ら
ん
し
て
、

こ
の
し
ま
の
名
を
は
な
に
と
い
ふ
そ
と
と
は
せ
給
へ
は
、
し
ま
人
ま
な
こ
に
か
と
を
た
て
、
な
に
を
い
ふ
そ
や
、
く
は
ん
き
よ
、
ゑ
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そ
か
嶋
に
か
く
れ
な
き
ち
い
さ
こ
し
ま
と
は
こ
の
事
也
。
ほ
さ
つ
し
ま
と
も
申
な
り
。 

 
 

 
 
 
 

 

（
い
け
の
や
文
庫
本
） 

 
挿
絵
で
は
小
人
た
ち
は
い
ず
れ
も
中
国
風
の
装
束
を
身
に
つ
け
て
お
り
、
そ
の
数
は
二
十
五
人
に
の
ぼ
る
。
現
在
、
画
像
を
確
認
で
き

る
諸
本
中
で
は
最
多
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
秋
田
県
立
図
書
館
本
に
は
弧
を
描
く
よ
う
に
座
し
て
連
歌
を
楽
し
む
小
人
た
ち
が
十
六

人
、
そ
の
周
囲
に
二
人
組
み
、
三
人
組
み
の
小
人
が
配
さ
れ
る
。
兵
庫
歴
史
博
物
館
本
で
は
九
人
、
御
伽
文
庫
本
で
は
十
三
人
、
支
子
文

庫
本
で
は
一
列
横
隊
で
七
人
が
描
か
れ
る
。 

 

い
け
の
や
文
庫
本
が
二
十
五
人
も
の
小
人
を
描
い
た
理
由
は
、
恐
ら
く
次
の
一
節
「
二
十
五
の
菩
薩
た
ち
」
に
基
づ
く
も
の
で
あ
ろ
う
。

二
十
五
菩
薩
影
向
の
島
な
れ
ば
こ
そ
、
小
人
た
ち
の
数
ま
で
も
二
十
五
と
い
う
数
字
が
意
識
さ
れ
た
に
違
い
な
い
。 

ち
い
さ
こ
し
ま
の
い
は
れ
と
申
を
か
た
つ
て
き
か
す
へ
し
。
あ
ま
り
に
せ
い
か
ち
い
さ
く
し
て
そ
れ
に
つ
け
て
そ
申
け
る
。
ま
た
、

ほ
さ
つ
嶋
と
は
、
夜
三
と
ひ
る
三
と
、
な
ん
は
う
ふ
た
ら
く
せ
か
い
よ
り
、
廿
五
の
ほ
さ
つ
た
ち
、
十
二
の
き
か
く
を
そ
う
し
つ
ゝ
、

く
は
ん
け
む
を
め
さ
れ
て
や
う
か
う
な
り
、
い
き
や
う
く
ん
し
、
花
ふ
り
、
し
う
ん
た
ち
て
、
し
ゆ
せ
う
な
り
。
し
か
る
ゆ
へ
に
、

こ
の
嶋
を
ほ
さ
つ
嶋
と
は
申
な
り
。
人
の
し
ゆ
み
や
う
も
な
か
く
し
て
、
八
百
ま
て
い
け
る
な
り
と
そ
申
し
け
る
。 

（
い
け
の
や
文
庫
本
） 

 

そ
し
て
、
右
の
一
節
か
ら
は
も
う
一
つ
の
疑
問
が
浮
か
び
上
が
っ
て
来
る
。
い
っ
た
い
な
ぜ
、
小
人
島
は
「
菩
薩
島
」
と
い
う
異
名
を

有
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。 

 

古
来
、
小
人
の
住
む
異
境
は
洋
の
東
西
を
問
わ
ず
諸
書
に
散
見
す
る
が
、
中
近
世
日
本
に
お
い
て
広
く
受
容
さ
れ
た
の
は
中
国
伝
来
の

知
識
で
あ
っ
た
。

 

（
10
）

そ
れ
に
よ
れ
ば
小
人
た
ち
は
類
い
ま
れ
な
能
力
に
恵
ま
れ
、
あ
る
い
は
長
い
寿
命
を
保
つ
も
の
の
、
鶴
ま
た
は
鵠
に
呑

ま
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
唯
一
の
弱
点
で
あ
っ
た
。
そ
の
難
を
避
け
る
た
め
に
彼
ら
は
単
独
行
動
を
と
ら
ず
、
必
ず
連
れ
立
っ
て
移
動
す
る

と
い
う
。
俳
諧
で
は
鶴
と
小
人
と
が
付
合
と
し
て
定
着
す
る
ほ
ど
、
こ
の
伝
承
は
人
々
に
と
っ
て
耳
近
い
異
境
譚
で
あ
っ
た
。 
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大
小 

刀
脇
ざ
し 

暦
コ
ヨ
ミ（

中
略
）
神
異
経
に
西
北
ノ

海
外
ニ

有
レ

人
長タ

ケ

二
千
里
と
い
へ
り
。
斉

セ
イ
ノ

桓
ク
ハ
ン

公
猟
し
て
一
の
鵠
を
得
た
り
。

喙
ク
チ
ハ
シ
ノ

中
に
長タ

ケ

三
寸
三
分
の
人
出
た
り
。
大
小
の
神
祇
と
も
い
へ
り
。
人
も
大
智
あ
り
小
智
あ
り
（
延
宝
四
年
刊
『
俳
諧
類
船
集
』「
大
小
」
） 

靎ツ
ル 

付
心 

御
所
ノ
座
（
中
略
） 

小
人 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

（
元
禄
五
年
刊
『
俳
諧
小
傘
』
靎ツ

ル

） 

 

小
人
島
の
伝
承
は
し
ば
し
ば
類
書
に
も
記
録
さ
れ
た
。
『
太
平
広
記
』
で
は
小
人
た
ち
は
そ
の
名
も
「
鶴
民
」
と
い
う
国
に
住
み
、
と
も

す
れ
ば
鶴
に
捕
食
さ
れ
る
と
い
う
運
命
に
あ
っ
た
。
『
太
平
御
覧
』「
短
絶
域
人
」
の
項
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
小
人
の
記
録
が
載
っ
て
い
る
が
、

そ
こ
に
引
用
さ
れ
た
逸
書
『
詩
含
神
霧
』
に
よ
れ
ば
小
人
は
長
九
寸
、
『
神
異
経
』
に
よ
れ
ば
長
七
寸
、「
鵠
国
」
に
住
ん
で
礼
節
を
弁
え
、

経
論
を
重
ん
じ
て
い
た
と
い
う
。 

西
北
海
戌
亥
之
地
有
鶴
民
國
、
人
長
三
寸
、
日
行
千
里
而
歩
疾
如
飛
、
毎
為
海
鶴
所
呑
、
其
人
亦
有
君
子
、
小
人
如
君
子
、
性
能
機

巧
、
毎
為
鶴
患
（
中
略
）
出
窮
神
秘
苑 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

（
『
太
平
広
記
』
巻
四
八
〇
「
鶴
民
」
） 

神
異
経
曰
（
中
略
）
又
曰
西
海
之
中
有
鵠
國
、
男
女
皆
長
七
寸
、
自
然
有
禮
、
好
經
論
跪
拝
、
壽
三
百
歳
、
人
行
如
飛
日
千
里
、
百

物
不
敢
犯
之
、
唯
畏
鵠
鵠
遇
呑
之
、
上
壽
三
百
歳
、
在
鵠
腹
不
死
而
鵠
一
擧
千
里
張
華
注
曰
、
此
陳
章
對
齊
桓
公
云
、
西
海
之
外
、
鵠
國
男
女
皆
七
寸
也
、 

（
『
太
平
御
覧
』
巻
三
百
七
十
八
「
人
事
部
十
九
」
） 

 

万
暦
三
十
七
年
（
一
六
〇
九
）
刊
『
三
才
図
会
』
人
物
十
四
巻
「
小
人
国
」
で
は
小
人
た
ち
は
六
人
で
横
隊
を
組
み
、
周
辺
に
も
二
人
、

三
人
が
組
に
な
っ
て
群
行
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
鶴
は
描
か
れ
て
い
な
い
。
挿
絵
上
部
に
「
東
方
有
／
小
人
國
／
名
曰
竫
／
長
九
寸
／
海

鶴
遇
／
而
呑
之
故
出
則
／
郡
行
」
と
記
載
が
あ
る
（
国
会
図
書
館
本h

ttp
:/

/
d
l.n

d
l.go

.jp
/
in

fo
:n

d
ljp

/
p
id

/
2
5
7
4
3
7
5
/
1
1
6

）。 

 

一
方
、
本
稿
冒
頭
に
引
用
し
た
『
異
国
物
語
』
の
「
小
人
国
」
で
は
『
三
才
図
会
』
よ
り
も
さ
ら
に
挿
絵
が
簡
略
化
さ
れ
て
小
人
た
ち

は
一
列
横
隊
の
集
団
の
み
と
な
り
、
彼
ら
を
頭
上
か
ら
見
下
ろ
す
鶴
が
新
た
に
加
え
ら
れ
て
い
る
。
パ
リ
本
『
異
国
物
語
』
も
こ
れ
に
近

く
、
本
文
に
は
「
此
国
東
方
に
小
人
国
あ
り
、
人
の
た
け
わ
つ
か
に
九
寸
、
海
靏
常
に
か
け
り
て
や
ゝ
く
ら
ふ
、
こ
の
ゆ
へ
に
国
人
ゆ
く
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と
き
は
大
勢
む
ら
か
り
つ
れ
て
ゆ
く
と
云
な
り
」
と
見
え
る
。
明
代
日
用
類
書
の
諸
本
で
は
一
列
横
隊
の
小
人
た
ち
の
頭
上
を
大
き
な
鶴

が
飛
翔
し
て
お
り
、
明
ら
か
に
こ
ち
ら
の
方
が
『
異
国
物
語
』
の
典
拠
と
了
解
さ
れ
る
。
本
文
に
つ
い
て
も
、
『
異
国
物
語
』
は
た
と
え
ば

『
妙
錦
萬
寶
全
書
』
巻
之
四
の
諸
夷
門
「
小
人
國
」
に
見
え
る
「
東
方
有
小
人
／
國
名
曰
竫
身
／
長
九
寸
海
鶴
／
遇
而
呑
之
不
／
敢
孤
行
」

（
『
中
國
日
用
類
書
集
成
』
第
十
二
巻
、
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
三
年
）
な
ど
を
参
照
し
て
和
ら
げ
た
と
思
わ
れ
る
。
九
州
大
学
支
子
文
庫
本

の
『
御
曹
子
島
渡
』「
小
人
国
」
で
は
一
列
横
隊
の
小
人
た
ち
が
描
か
れ
、
『
三
才
図
会
』
の
図
様
と
の
親
近
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、

 

（
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横

隊
の
小
人
た
ち
の
み
を
描
く
点
で
は
『
三
才
図
会
』
よ
り
も
日
用
類
書
の
方
が
『
御
曹
子
島
渡
り
』
に
近
い
。 

 

と
は
い
え
、
日
用
類
書
の
本
文
中
に
は
仏
教
色
は
盛
り
込
ま
れ
て
い
な
い
。
辛
う
じ
て
『
太
平
御
覧
』
「
自
然
有
禮
、
好
經
論
跪
拝
」
と

い
う
一
節
が
小
人
た
ち
の
信
心
深
さ
を
垣
間
見
せ
る
も
の
の
、
小
人
国
と
菩
薩
と
が
結
び
つ
く
よ
う
な
例
は
な
か
な
か
見
出
せ
な
い
。 

 

『
御
曹
子
島
渡
り
』
が
伝
え
る
異
名
「
菩
薩
島
」
の
淵
源
は
さ
ま
ざ
ま
考
え
ら
れ
よ
う
が
、
ひ
と
つ
の
可
能
性
と
し
て
明
代
日
用
類
書

に
お
け
る
本
文
の
混
乱
に
注
目
し
て
み
た
い
。
日
用
類
書
は
多
種
多
様
な
版
種
が
あ
り
、
小
人
国
の
異
名
や
そ
の
身
の
丈
を
記
す
表
現
に

か
な
り
混
乱
を
来
し
て
い
る
。
そ
の
過
程
を
追
う
た
め
に
、
今
一
度
、
該
当
部
分
の
変
遷
を
確
認
し
て
お
こ
う
。 

 

小
人
国
の
記
事
が
載
る
古
例
に
は
、
ま
ず
『
山
海
経
』
大
荒
東
経
が
挙
げ
ら
れ
る
。 

有
小
人
國
、
名
竫
人
。 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

（
『
山
海
経
』
大
荒
東
経
） 

 

「
竫
」
は
本
来
、
安
ら
か
、
正
し
い
、
善
い
と
い
っ
た
意
で
あ
る
が
、
『
山
海
経
』
に
は
諸
注
が
施
さ
れ
、
竫
人
の
さ
ま
は
夙
に
類
書
に

も
収
録
さ
れ
た
。
た
と
え
ば
『
初
学
記
』
巻
十
九
・
人
物
下
「
短
人
第
五
」
は
「
蔡
賦
巴
馬 

郭
讚
竫
人
」
の
対
偶
を
挙
げ
、
後
者
の
注

記
と
し
て
「
竫
」
の
音
が
「
浄
」
で
あ
る
と
注
記
す
る
（
郭
璞
讚
曰
、僬
僥
極
麽
、
竫
人
又
小
竫
、
音
浄
）。
『
太
平
御
覧
』「
短
絶
域
人
」

の
項
も
「
東
北
極
有
人
、
名
竫
音
靖

人
、
長
九
寸
」
と
同
様
の
注
記
を
施
す
。

 

（
12
）

 

 

下
っ
て
、
明
代
の
学
者
田
藝
蘅
が
著
し
た
『
留
青
日
札
』
巻
之
十
五
に
は
「
竫
人
」
が
立
項
さ
れ
て
お
り
、
冒
頭
に
「
郭
璞
讚
、
竫
人
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小
人
也
、
音
浄
」
と
記
載
が
あ
る
。
小
人
国
の
異
名
や
位
置
、
風
俗
は
時
代
が
下
る
に
つ
れ
て
縮
小
お
よ
び
固
定
化
さ
れ
て
ゆ
き
、
中
近

世
日
本
に
お
い
て
も
『
三
才
図
会
』
や
明
代
日
用
類
書
が
伝
え
る
小
人
国
の
記
述
が
人
々
に
共
有
の
知
識
と
な
っ
た
。 

 
そ
の
日
用
類
書
の
版
面
に
存
し
た
か
な
り
の
「
揺
れ
」
が
、
新
た
な
伝
承
生
成
の
土
壌
を
提
供
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
可
能
性

を
探
る
た
め
、「
揺
れ
」
の
具
体
相
を
一
見
し
て
み
る
。 

 

万
暦
年
間
刊
、
著
撰
者
不
明
『
新
刊
天
下
民
家
便
用
萬
錦
全
書
』
八
巻
「
諸
夷
門
」
（
仁
井
田
陞
旧
蔵
。
『
明
代
通
俗
日
用
類
書
集
刊
』

⑬
所
収
。
以
下
、
集
刊
と
略
称
）
は
小
人
国
の
異
名
を
「
竫
」
と
伝
え
、
彼
ら
の
身
の
丈
は
「
長
九
寸
」
で
あ
っ
た
と
記
す
。
『
太
平
御
覧
』

以
来
の
知
識
が
誤
解
の
余
地
な
く
伝
わ
っ
て
こ
よ
う
。 

東
方
有
小
人
國
／
名
曰
竫
長
九
寸
／
海
鶴
遇
而
呑
之 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

 

（
『
新
刊
天
下
民
家
便
用
萬
錦
全
書
』
） 

 

ま
た
、
万
暦
年
間
の
徐
會
瀛
編
『
新
鍥
燕
臺
校
正
天
下
通
行
文
林
聚
寶
萬
巻
星
羅
』
巻
之
十
「
諸
夷
門
」
諸
夷
雑
誌
（
集
刊
⑦
）
に
は

「
東
方
有
小
人
／
國
長
九
寸
海
／
鶴
遇
而
呑
之
／
不
敢
孤
行
」
と
あ
っ
て
、「
竫
」
の
語
こ
そ
見
え
な
い
が
、
ほ
ぼ
右
の
記
事
に
近
い
。 

 

こ
れ
に
対
し
て
万
暦
三
十
八
年
（
一
六
一
〇
）
刊
、
徐
企
龍
編
『
新
刻
全
補
士
民
備
覧
便
用
文
林
彙
錦
萬
書
淵
海
』
五
巻
「
諸
夷
雑
誌
」

（
集
刊
⑩
）
で
は
「
長
九
寸
」
が
「
身
長
九
寸
」
と
い
う
表
現
に
変
化
し
て
い
る
。
従
来
は
「
長
九
寸
」
と
あ
っ
た
表
記
に
「
身
」
と
い

う
一
文
字
が
紛
れ
込
む
の
で
あ
る
。 

東
方
有
小
人
／
国
身
長
九
寸
／
海
鶴
遇
即
呑
／
之
不
敢
孤
行 

 
 
 
 

 

（
『
新
刻
全
補
士
民
備
覧
便
用
文
林
彙
錦
萬
書
淵
海
』
） 

 

さ
ら
に
は
崇
禎
十
四
年
（
一
六
三
三
）
序
刊
、
鄭
尚
玄
訂
『
新
刻
人
瑞
堂
訂
補
全
書
備
考
』
巻
之
七
「
外
夷
門
」
外
夷
土
産
人
民
図
（
集

刊
⑮
）
が
「
東
方
有
小
人
／
小
人
身
長
九
／
寸
海
鶴
鳥
呑
／
之
不
敢
独
行
」
と
記
す
ご
と
く
、
小
人
の
「
身
長
」
が
九
寸
で
あ
る
こ
と
を

明
記
す
る
例
も
現
れ
る
。 

 

「
身
」
と
い
う
文
字
が
流
入
し
た
痕
跡
は
、
万
暦
二
十
五
年
（
一
五
九
七
）
刊
、
著
撰
者
不
明
『
新
鍥
全
補
天
下
四
民
利
用
便
觀
五
車
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抜
錦
』
巻
之
四
「
諸
夷
門
」
諸
夷
雑
誌
（
集
刊
⑤
）
な
ど
か
ら
想
像
さ
れ
る
。
そ
の
本
文
に
は
以
下
の
よ
う
に
見
え
る
。 

東
方
有
小
人
／
国
名
曰
竫
身
／
長
九
寸
海
鶴
／
遇
而
呑
之
不
／
敢
孤
行 
 
 

 

（
『
新
鍥
全
補
天
下
四
民
利
用
便
觀
五
車
抜
錦
』
） 

 

こ
こ
は
正
し
く
は
「
竫
人
」
と
す
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、「
人
」
が
脱
落
し
て
い
る
た
め
、「
竫
身
」
と
も
読
ま
れ
か
ね
な
い
。
同
様

の
表
現
は
万
暦
三
十
五
年
（
一
六
〇
七
）
刊
、
武
緯
子
補
訂
『
新
刊
翰
苑
廣
記
補
訂
四
民
捷
用
學
海
群
玉
』
十
巻
「
外
夷
雑
誌
贏
虫
録
」

（
集
刊
⑧
）
や
、
万
暦
四
十
年
（
一
六
一
二
）
刊
、
劉
子
明
輯
『
新
板
全
補
天
下
便
用
文
林
妙
錦
萬
寶
全
書
』
四
巻
「
京
本
贏
蟲
録
○
外

夷
雑
誌
」
（
集
刊
⑩
）
な
ど
に
も
見
出
さ
れ
る
。 

 

そ
れ
の
み
な
ら
ず
、「
竫
」
が
「
浄
」
に
変
じ
て
し
ま
っ
た
例
も
散
見
す
る
。
た
と
え
ば
万
暦
四
十
二
年
（
一
六
一
四
）
刊
、
朱
鼎
臣
編

『
新
刻
鄴
架
新
裁
萬
寶
全
書
』
巻
之
四
「
諸
夷
雑
誌
」
（
仁
井
田
陞
旧
蔵
。
集
刊
⑪
）
や
京
都
大
学
谷
村
文
庫
蔵
『(

新
刻)

群
書
摘
要
士
民

使
用
一
事
不
求
人
』
巻
之
六
・
諸
夷
形
像
「
小
人
國
」
の
記
事
は
、
「
竫
」
で
は
な
く
「
浄
」
と
読
め
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
［
図
版
10
］。

万
暦
四
十
二
年
（
一
六
一
四
）
刊
、
徐
啓
龍
編
『
新
刻
捜
羅
五
車
合
併
萬
寶
全
書
』
巻
之
四
「
諸
夷
雑
誌
」
（
集
刊
⑫
）
な
ど
も
こ
れ
に
同

じ
い
。
こ
の
本
文
表
記
で
は
、
読
者
が
小
人
国
の
異
名
を
「
浄
身
」
と
理
解
す
る
蓋
然
性
も
あ
ろ
う
。 

東
方
有
小
人
國
／
名
曰
浄
身
長
九
／
寸
海
鶴
遇
而
呑
／
之
不
敢
獨
行 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 

（
谷
村
文
庫
本
） 

 

こ
の
よ
う
な
本
文
の
揺
れ
か
ら
生
じ
た
「
浄
身
」
と
い
う
表
記
が
、
仏
教
思
想
を
背
景
に
「
菩
薩
」
へ
の
連
想
を
呼
び
起
こ
し
た
と
す

れ
ば
、
明
代
日
用
類
書
の
享
受
を
考
え
る
上
で
も
興
味
深
い
事
例
と
な
ろ
う
。 

 

仏
教
語
で
は
「
清
浄
」
は
単
に
「
浄
」
と
も
称
し
、
不
浄
を
去
っ
た
浄
潔
な
さ
ま
を
指
す
。
そ
の
種
別
は
諸
経
に
説
か
れ
て
い
る
が
、

「
浄
身
」
と
い
う
語
彙
は
『
大
般
涅
槃
經
』
ほ
か
諸
経
典
に
見
え
、
し
ば
し
ば
清
浄
を
成
就
し
た
菩
薩
の
表
現
と
し
て
現
れ
る
。 

菩
薩
清
淨
身 

光
明
無
有
量 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

（
『
方
広
大
荘
厳
経
』
巻
七
） 

菩
薩
住
七
地
。
成
就
深
淨
身
口
意
業
。
是
菩
薩
所
有
不
善
業
隨
煩
惱
者
。
悉
已
捨
離
。
所
有
善
業
常
修
習
行
。 
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（
『
大
方
広
仏
華
厳
経
』
巻
第
二
十
五
） 

 
な
か
ん
ず
く
注
目
さ
れ
る
の
は
『
法
華
経
』
の
所
説
で
あ
る
。
巻
第
六
「
法
師
功
徳
品
」
で
は
仏
が
常
精
進
菩
薩
ら
に
向
か
い
、
こ
の

経
典
を
受
持
し
、
読
誦
し
、
解
説
し
、
書
写
す
る
者
は
六
根
清
浄
を
得
る
と
説
く
。
そ
の
偈
に
い
う
。 

若
持
法
花
者 

其
身
甚
清
淨
（
若
し
法
華
経
を
持
た
ば
そ
の
身
清
浄
な
る
こ
と
） 

如
彼
淨
琉
璃 

衆
生
皆
憙
見
（
彼
の
浄
玻
璃
の
如
く
に
し
て
衆
生
は
皆
見
ん
こ
と
を
憙
わ
ん
） 

又
如
淨
明
鏡 
悉
見
諸
色
像
（
ま
た
浄
明
な
る
鏡
に
悉
く
諸
の
色
像
を
見
る
が
如
く
） 

菩
薩
於
淨
身 

皆
見
世
所
有
（
菩
薩
は
浄
身
に
お
い
て
皆
世
の
所
有
る
も
の
を
見
る
に
） 

唯
獨
自
明
了 

餘
人
所
不
見
（
た
だ
独
り
自
ら
明
了
に
し
て
余
人
の
見
ざ
る
所
な
ら
ん
） 

 
 
 
 

（
『
法
華
経
』
法
師
功
徳
品
） 

 

こ
こ
に
「
浄
身
」
と
「
菩
薩
」
の
語
が
併
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
こ
の
浄
明
鏡
を
め
ぐ
る
一
節
は
歌
題
と
し
て
定
着
し
た
。
『
発
心
和

歌
集
』
四
三
番
は
そ
の
好
例
で
あ
る
。 

 
 

又
如
浄
明
鏡 

悉
見
諸
色
像 

菩
薩
於
浄
身 

皆
見
世
所
有 

く
も
り
な
き
か
が
み
の
う
ち
ぞ
は
づ
か
し
き
か
が
み
の
か
げ
の
く
も
り
な
け
れ
ば 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

（
『
発
心
和
歌
集
』
） 

 

こ
の
ほ
か
に
も
浄
明
鏡
の
一
節
は
『
長
秋
詠
藻
』
『
拾
遺
愚
草
』
を
は
じ
め
、
『
新
和
歌
集
』
巻
第
五
「
釈
教
」
や
『
続
亜
槐
集
』
、
『
松

下
集
』
六
「
詠
法
花
経
廿
八
品
和
歌
」
、
『
下
葉
集
』
雑
「
法
師
功
徳
品
」
、
『
黄
葉
集
』
巻
第
九
「
釈
教
部
」
、
『
年
代
和
歌
集
』
、
「
建
武
三

年
住
吉
社
法
楽
和
歌
」
等
々
に
詠
ま
れ
て
い
る
。 

 
 

法
師
功
徳
品 

又
如
浄
明
鏡
、
悉
見
諸
色
像 

に
ご
り
な
く
き
よ
き
心
に
み
が
か
れ
て
身
こ
そ
ま
す
み
の
鏡
な
り
け
れ 

 
 

 
 
 
 

 
 

（
『
長
秋
詠
藻
』
下
・
四
二
一
番
） 

 

右
の
俊
成
詠
は
中
世
最
大
の
類
題
集
『
夫
木
和
歌
抄
』
巻
第
三
十
四
・
雑
部
十
六
に
も
収
録
さ
れ
た
。
ま
た
、
一
首
は
『
法
華
和
語
記
』
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『
法
華
訳
和
集
』
『
轍
塵
抄
』
等
に
も
収
載
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
中
世
の
法
華
経
談
義
の
場
で
用
い
ら
れ
、
学
僧
た
ち
に
と
っ
て
も
周
知

の
詠
歌
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
る
。
『
冥
途
蘇
生
記
』
や
延
慶
本
『
平
家
物
語
』
巻
第
六
「
十
四 

大
政
入
道
慈
恵
僧
正
ノ

再
誕
ノ

事
」
な
ど

で
は
尊
恵
の
前
で
閻
魔
王
が
「
如
浄
明
鏡
」
の
一
節
を
読
誦
し
た
と
伝
え
る
な
ど
、「
又
如
浄
明
鏡 

悉
見
諸
色
像 

菩
薩
於
浄
身 

皆
見

世
所
有
」
云
々
は
世
流
布
の
文
句
で
あ
っ
た
。

 

（
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）

 

 

加
え
て
、
『
法
華
経
』
に
は
よ
り
密
接
に
「
浄
身
」
と
「
菩
薩
」
が
結
び
つ
く
例
が
あ
る
。
そ
れ
は
冒
頭
の
序
品
に
お
い
て
日
月
灯
明
仏

か
ら
記
を
授
け
ら
れ
た
徳
蔵
菩
薩
を
め
ぐ
る
一
節
で
あ
り
、
偈
に
は
「
号
し
て
曰
く
浄
身
と
な
す
」
と
い
う
。 

是
徳
蔵
菩
薩
（
こ
の
徳
蔵
菩
薩
は
） 

於
無
漏
実
相
（
無
漏
の
実
相
に
お
い
て
） 

心
已
得
通
達
（
心
已
に
通
達
す
る
こ
と
を
得
た
る
を
も
っ
て
） 

其
次
当
作
仏
（
そ
の
次
に
ま
さ
に
仏
と
な
る
べ
し
） 

号
曰
為
浄
身
（
号
し
て
曰
く
浄
身
と
な
す
） 

亦
度
無
量
衆
（
ま
た
無
量
の
衆
を
度
せ
ん
） 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

 

（
『
法
華
経
』
序
品
） 

 

こ
の
徳
蔵
菩
薩
と
は
、
ほ
か
な
ら
ぬ
二
十
五
菩
薩
の
一
で
あ
っ
た
（
『
往
生
要
集
』
巻
下
・
第
五
「
念
弥
陀
利
益
者
」
、「
二
十
五
菩
薩
和

讃
ほ
か
）。
『
御
曹
子
島
渡
』
の
小
人
島
に
は
清
浄
な
智
恵
に
通
じ
た
「
浄
身
」
な
る
「
徳
蔵
菩
薩
」
が
来
迎
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。 

 

室
町
物
語
の
成
立
圏
に
お
い
て
明
代
日
用
類
書
が
享
受
さ
れ
、
そ
こ
に
は
こ
れ
ら
の
俗
書
に
特
有
の
表
記
の
揺
れ
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、

「
浄
身
」
か
ら
清
浄
な
る
菩
薩
身
の
連
想
が
も
た
ら
さ
れ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。 
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五
、
お
わ
り
に 

  

み
て
き
た
よ
う
に
明
代
日
用
類
書
は
版
種
が
多
様
か
つ
複
雑
で
あ
る
が
、
列
挙
さ
れ
た
国
々
に
は
御
曹
子
が
立
ち
寄
っ
た
島
を
彷
彿
さ

せ
る
伝
承
を
持
つ
も
の
も
あ
る
。
試
み
に
万
暦
二
十
七
年
（
一
五
九
九
）
刊
、
余
象
斗
編
『
三
台
萬
用
正
宗
』
か
ら
抄
出
し
て
み
よ
う
。 

 

ま
ず
、
古
来
、
名
高
い
「
女
人
国
」
が
あ
る
。
本
文
に
は
「
其
婦
居
東
北
海
角
、
無
男
子
、
對
南
方
照
井
則
有
孕
、
生
下
者
具
女
也
」

と
記
さ
れ
、
挿
絵
に
は
井
戸
を
覗
き
込
む
二
人
の
女
が
描
か
れ
る
。 

 

次
に
、
「
道
明
國
」
と
い
う
国
は
衣
服
を
ま
と
わ
ぬ
人
々
の
国
で
あ
っ
た
。
本
文
に
は
「
此
人
不
着
衣
服
、
見
着
衣
者
即
笑
、
無
塩
鉄
、

常
以
竹
弩
射
鳥
而
食
、
披
髪
無
五
谷
」
と
い
う
。
『
御
曹
子
島
渡
り
』
の
裸
島
を
想
起
さ
せ
よ
う
。
ま
た
、
馬
の
脚
を
も
つ
人
々
の
国
も
あ

り
、
名
を
「
丁
靈
國
」
と
い
っ
た
。
本
文
に
は
「
在
海
内
居
、
膝
下
生
毛
馬
蹄
、
善
走
、
自
鞭
其
脚
、
一
日
行
三
百
里
、
至
應
天
、
馬
行

二
年
」
と
説
明
が
付
さ
れ
て
い
る
。
馬
行
二
年
と
い
う
記
述
は
い
か
に
も
大
陸
ら
し
く
、
対
照
的
に
『
御
曹
子
島
渡
り
』
は
海
に
四
方
を

囲
ま
れ
た
日
本
に
似
つ
か
わ
し
い
。
多
く
の
場
合
、
馬
人
た
ち
は
頭
は
馬
、
体
は
人
間
と
い
う
二
足
歩
行
の
す
が
た
で
あ
っ
た
が
（
い
け

の
や
文
庫
本
・
九
州
大
学
本
・
石
川
本
・
御
伽
文
庫
本
等
）
、
そ
れ
と
は
逆
に
頭
は
人
、
体
は
馬
で
四
足
歩
行
の
す
が
た
を
語
る
伝
本
も
あ

る
（
秋
田
県
立
図
書
館
本
）。 

 

明
代
日
用
類
書
と
は
、
小
人
の
国
、
女
人
の
国
、
裸
の
人
々
や
馬
の
脚
を
持
つ
人
々
が
暮
ら
す
国
を
も
列
挙
す
る
通
俗
書
で
あ
っ
た
。

舶
載
さ
れ
た
版
本
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
不
可
思
議
な
国
々
の
風
俗
は
、
当
時
の
日
本
人
を
惹
き
つ
け
て
や
ま
な
か
っ
た
と
推
測
さ
れ

る
。
そ
の
よ
う
な
時
代
の
空
気
は
『
御
曹
子
島
渡
り
』
に
お
い
て
も
共
有
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
本
稿
冒
頭
で
述
べ
た
と
お

り
、
明
代
日
用
類
書
は
仮
名
草
子
『
異
国
物
語
』
や
奈
良
絵
本
『
山
海
異
物
』
を
生
み
出
す
土
壌
と
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
ら
は
日
用
類
書
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の
挿
絵
や
記
事
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
踏
襲
す
る
か
た
ち
で
成
立
し
た
の
で
あ
っ
た
が
、
日
用
類
書
特
有
の
本
文
の
「
揺
れ
」
も
ま
た
、
中
近

世
日
本
の
文
芸
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
可
能
性
を
視
野
に
入
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。 

 

蓋
し
、
室
町
物
語
や
奈
良
絵
本
の
生
成
・
享
受
圏
と
、
明
代
版
本
の
享
受
圏
と
の
距
離
は
存
外
に
近
い
。
今
後
、
明
代
版
本
が
こ
の
時

代
の
文
芸
に
果
た
し
た
役
割
を
検
証
し
、
さ
ら
な
る
考
究
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。 

 

〔
注
〕 

（
1
）
本
書
の
閲
覧
に
際
し
て
は
、
フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館
写
本
室
日
本
部
門
の
ヴ
ェ
ロ
ニ
ッ
ク･

ベ
ラ
ン
ジ
ェ
氏
に
格
別
の
ご
高
配
を

賜
っ
た
。
同
館
電
子
図
書
館gallica.b
n
f.fr

お
よ
び
吉
田
幸
一
編
『
異
国
物
語
』（
古
典
文
庫
、
一
九
九
五
年
）
参
照
。
以
下
、
本

稿
で
引
用
す
る
文
献
は
私
に
句
読
点
や
傍
線
を
付
し
、
改
行
箇
所
を
／
で
示
し
た
場
合
が
あ
る
。 

（
2
）
『
明
代
通
俗
日
用
類
書
集
刊
』
（
中
国
社
会
科
学
院
歴
史
研
究
所
文
化
室
、
西
南
師
範
大
学
出
版
社
、
東
方
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
）
、

『
中
国
日
用
類
書
集
成
』（
汲
古
書
院
、
一
九
九
九
～
二
〇
〇
四
年
）
な
ど
参
照
。
こ
の
ほ
か
、
漢
籍
の
引
用
は
原
則
と
し
て
四

部
叢
刊
に
よ
る
。 

（
3
）
支
子
文
庫
本
は
国
文
研
に
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
と
モ
ノ
ク
ロ
の
デ
ジ
タ
ル
画
像
を
所
蔵
、
カ
ラ
ー
画
像
は
九
州
大
学
か
ら
公
開
中
。

九
曜
文
庫
本
は
中
野
幸
一
編
『
奈
良
絵
本
絵
巻
集
』
11
（
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
一
九
八
八
年
）
所
収
。
秋
田
県
立
図
書
館
本

は
複
数
の
翻
刻
紹
介
が
あ
る
が
、
挿
絵
の
カ
ラ
ー
画
像
を
含
め
て
同
館
が
全
文
画
像
を
公
開
し
た
。 

（
4
）
初
度
の
絵
巻
閲
覧
は
久
保
木
秀
夫
氏
（
当
時
、
国
文
学
研
究
資
料
館
助
手
）
に
お
誘
い
頂
い
て
眼
福
を
得
た
。
そ
の
折
に
は
横
浜

開
港
資
料
館
の
石
崎
康
子
氏
と
、
松
本
洋
幸
氏
（
現
在
は
大
正
大
学
勤
務
）
に
大
変
お
世
話
に
な
り
、
石
崎
氏
に
は
今
回
も
本
絵

巻
と
の
ご
縁
を
繋
い
で
頂
い
た
。
お
三
方
に
篤
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。
絵
巻
の
撮
影
は
、
稿
者
が
参
加
す
る
当
館
の
歴
史
的
典
籍
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Ｎ
Ｗ
事
業
・
国
際
共
同
研
究
「
境
界
を
め
ぐ
る
文
学
―
知
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
構
築
を
め
ざ
し
て
―
」
（
二
〇
一
五
年
～
二
〇

一
七
年
度
）
に
よ
る
。 

（
5
）
二
〇
一
七
年
六
月
十
七
日
、
右
の
「
境
界
」
研
究
会
を
開
催
し
、
い
け
の
や
文
庫
の
ご
当
主
、
石
川
透
氏
、
鈴
木
彰
氏
と
立
教
大

学
の
学
生
の
方
々
も
お
招
き
し
て
本
絵
巻
の
展
観
を
行
っ
た
。
石
川
氏
は
ご
所
蔵
の
『
御
曹
子
島
渡
り
』
を
お
持
ち
下
さ
り
、
さ

ら
に
有
意
義
な
会
と
な
っ
た
。
席
上
、
墨
書
「
包
」
が
意
味
す
る
と
こ
ろ
に
つ
い
て
も
意
見
が
交
わ
さ
れ
た
が
、
ほ
か
に
類
例
が

確
認
で
き
ず
、
当
面
は
そ
の
折
に
鈴
木
彰
氏
が
出
さ
れ
た
ご
意
見
に
従
っ
て
お
き
た
い
。
な
お
、
本
絵
巻
の
翻
刻
や
系
統
論
等
は

立
教
大
学
チ
ー
ム
に
お
任
せ
し
た
の
で
併
せ
て
ご
参
照
頂
き
た
い
。 

（
6
）
徳
川
美
術
館
蔵
『
酒
呑
童
子
絵
巻
』
も
波
濤
の
襖
絵
を
持
つ
。
龍
澤
彩
「
大
名
家
に
お
け
る
英
雄
譚
絵
巻
の
所
有
―
江
戸
時
代
の

酒
呑
童
子
絵
巻
」
（A

n
th

ro
p
o
etics: th

e Jo
u
rn

al o
f G

en
erative A

n
th

ro
p
o
lo

gy, 2
0
1
6

）
参
照
。
同
氏
は
波
濤
の
障
子
と
荒
海
の

障
子
の
関
連
性
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
文
芸
に
散
見
す
る
荒
海
の
障
子
に
つ
い
て
は
先
掲
『
山
海
異
物
』
に
関
す
る
拙
稿
参
照
。 

（
7
）
二
〇
一
七
年
九
月
、
海
の
見
え
る
杜
美
術
館
で
『
天
狗
の
内
裏
』
等
を
調
査
さ
せ
て
頂
き
、
谷
川
ゆ
き
氏
を
は
じ
め
学
芸
員
の
方
々

に
お
世
話
に
な
っ
た
。
当
該
の
挿
絵
は
同
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
同
年
八
月
、
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ビ
ー

テ
ィ
ー
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ィ
に
て
行
わ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
お
よ
び
資
料
調
査
で
は
同
館
東
ア
ジ
ア
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
学
芸
員
の
メ
ア

リ
ー
・
レ
ッ
ド
フ
ァ
ー
ン
氏
に
お
世
話
に
な
り
、
本
稿
の
図
版
掲
載
に
つ
い
て
も
格
別
の
ご
高
配
を
賜
っ
た
。 

（
8
）
相
田
愛
子
「
学
芸
員
コ
ラ
ム
れ
き
は
く
講
座
第
67
回
：
館
蔵
「
鉢
か
づ
き(

延
宝
四
年
絵
入
本)

」
と
そ
の
画
中
画
に
つ
い
て
」
（
兵

庫
歴
史
博
物
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
二
〇
一
五
年
一
〇
月
一
五
日
）
参
照
。 

（
9
）
拙
稿
「
鼠
の
祝
言
―
視
覚
文
化
の
中
の
御
伽
草
子
―
」
（
『
ア
メ
リ
カ
へ
渡
っ
た
物
語
絵 

絵
巻
・
屏
風
・
絵
本
』
ぺ
り
か
ん
社
、

二
〇
一
三
年
）
参
照
。
な
お
、
い
け
の
や
文
庫
本
の
冒
頭
に
登
場
す
る
家
臣
た
ち
の
衣
装
に
は
後
述
の
よ
う
に
寛
文
小
袖
風
の
大
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柄
の
ほ
か
、
青
海
波
に
二
つ
引
き
両
や
、
五
枚
笹
に
葵
に
似
た
紋
が
配
さ
れ
、
源
氏
を
連
想
さ
せ
る
。 

（
10
）
前
田
金
五
郎
「
『
小
人
嶋
』
考
―
西
鶴
語
彙
管
見
―
」
（
『
国
語
と
国
文
学
』
第
三
一
巻
第
八
号
、
一
九
五
四
年
八
月
）
、
米
井
力

也
「
小
人
島
ニ
至
ル
時
」
（
『
国
語
国
文
』
第
七
二
巻
第
三
号
、
二
〇
〇
三
年
三
月
）
、
花
田
富
二
夫
「
仮
名
草
子
と
異
国
」
（
『
江

戸
文
学
』
第
三
二
号
、
二
〇
〇
五
年
六
月
）
、
鈴
木
広
光
「
「
小
人
島
」
考
・
続
貂
」
（
『
叙
説
』
三
三
号
、
二
〇
〇
六
年
三
月
）、

岩
波
書
店
『
文
学
』
二
〇
一
五
年
一
一
・
一
二
月
号
「
特
集 

近
世
の
異
国
表
象
」
等
参
照
。
秋
田
県
立
図
書
館
本
『
御
曹
子
島

渡
り
』
が
小
人
国
を
連
歌
島
と
も
称
し
た
の
は
、
天
神
ゆ
か
り
の
数
字
「
二
十
五
」
か
ら
の
連
想
か
。 

（
11
）
金
沢
英
之
『
義
経
の
冒
険 

英
雄
と
異
界
を
め
ぐ
る
物
語
の
文
化
史
』（
講
談
社
選
書
メ
チ
エ
、
二
〇
一
二
年
）
参
照
。
『
訓
蒙
図

彙
』
巻
之
四
「
小
人

せ
う
じ
ん

」
に
は
小
人
四
人
が
一
列
に
描
か
れ
、「
俗
云
こ
び
と
小
人
國こ

く

也
短
人
國

た
ん
じ
ん
こ
く

同
」
と
注
記
が
あ
る
。
御
曹
子
が

通
過
し
た
島
々
の
説
話
背
景
や
イ
メ
ー
ジ
連
関
に
つ
い
て
は
保
立
道
久
「
虎
・
鬼
ヶ
島
と
日
本
海
海
域
史
」
（
『
物
語
の
中
世
―

神
話
・
説
話
・
民
話
の
歴
史
学
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
八
年
）
参
照
。
ま
た
、
徳
田
和
夫
『
お
伽
草
子
研
究
』（
三
弥
井

書
店
、
一
九
八
八
年
）
、
大
谷
節
子
「
『
張
良
一
巻
書
』
伝
授
譚
考
―
謡
曲
『
鞍
馬
天
狗
』
の
背
景
」
（
『
室
町
藝
文
論
攷
』
三
弥

井
書
店
、
一
九
九
一
年
）
等
参
照
。 

（
12
）
北
方
に
住
む
長
九
寸
の
「
竫
人
」
は
柳
宗
元
「
行
路
難
」
に
も
詠
ま
れ
る
な
ど
世
に
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。 

须
臾
力
尽
道
渴
死 

狐
鼠
蜂
蟻
争
噬
吞 

北
方
竫
人
長
九
寸 

開
口
抵
掌
更
笑
喧 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

 

（
『
柳
宗
元
集
』
巻
四
十
三
・
古
今
詩
「
行
路
難
」
） 

（
13
）
延
慶
本
は
「
菩
薩
於
浄
身
」
を
「
菩
薩
精
進
ニ

持
テ

」
と
す
る
。
『
冥
途
蘇
生
記
』
は
清
澄
寺
本
が
早
く
か
ら
知
ら
れ
（
『
宝
塚
市

史
』
第
四
巻
資
料
編
Ⅰ
、
一
九
七
七
年
）
、
錦
仁
氏
ほ
か
に
よ
っ
て
諸
本
の
発
見
と
享
受
相
の
研
究
が
進
ん
で
い
る
。 
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本
稿
は
国
文
学
研
究
資
料
館
の
歴
史
的
典
籍
Ｎ
Ｗ
事
業
国
際
共
同
研
究
「
境
界
を
め
ぐ
る
文
学
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図版 1：いけのや文庫蔵『御曹子島渡り』 

（図版 1～4、9は禁無断転載） 

図版 2：いけのや文庫蔵『御曹子島渡り』 

図版 3：いけのや文庫蔵『御

曹子島渡り』。修復

前の墨書（拡大）。

 右から上巻 18 紙、

26 紙、下巻 22 紙。

図版 4：いけのや文庫蔵『御曹子島渡り』。喜見城のさま。
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図版 5：国文研蔵『うらしま』 

   （国文研データセット DOI:10.20730/200017771）

図版 6：国文研蔵『咸陽宮』 

   （国文研データセット 

    DOI：10.20730/200016472） 

図版 7：チェスター･ビーティー･ 

ライブラリィ蔵 

『十二類絵巻』 

CBL J 1154 © The Chester Beatty Library & the HUMI Project, Keio University 
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図版 8：延宝四年刊『はちかづき』（西尾市岩瀬文庫蔵。

国文研データセット DOI：10.20730/100066698）

図版 9：いけのや文庫本「馬人島」

図版 10：京都大学谷村文庫蔵『(新刻)群書摘要士

民使用一事不求人』巻之六「小人国」

       （京都大学貴重資料デジタルアーカイブ）
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いけのや文庫蔵『御曹子島渡り』データ 

①～③修復後のデータ④～⑥修復前のデータ 

 ①寸法 ②詞／絵 ③詞書冒頭(絵) 
④オモテ
右上墨書

⑤オモテ
右中央墨書

⑥ウラ右上墨書 

上巻（紙高33.1×全長1291.1㎝） 
表紙 36.1㎝      
見返し 36.8㎝      
第１紙 49.6㎝ 詞 さるほとに御さうしはひてひらをめされ    
第２紙 50.0㎝ 絵 (秀衡の屋形) いノ一ノ二   
第３紙 49.8㎝ 絵(続) (屋形内で対面する御曹子と秀衡) いノ二   
第４紙 50.0㎝ 詞 御さうしこのよしきこしめしとやせ いノ三 二包  
第５紙 50.0㎝ 絵 (船頭に声をかける御曹子) いノ四   
第６紙 50.4㎝ 詞 御さうしはきこしめしよのふねはほし いノ五   
第７紙 50.4㎝ 詞 こ〳〵そゑそかしま大てしまはらね いノ六 四 いノ六 
第８紙 24.2㎝ 詞 はなにそとゝひ給へはこれは太こと申 いノ七 五包  
第９紙 49.8㎝ 絵 (むま人島へ上陸した御曹子) いノ八  いノ七 
第10紙 49.8㎝ 絵(続) (むま人島の面々)   (判読不能) 
第11紙 50.0㎝ 詞 もつともと仰られてしはしかほと物 いノ九 六 いノ九 
第12紙 50.5㎝ 詞 風ふけはさむくはなきかはたか嶋 いノ十 七 いノ十 
第13紙 32.0㎝ 詞 ならはこれよりじゆん風よくして三 いノ十一 八包 いノ十一 
第14紙 49.6㎝ 絵 (はだか島へ上陸した御曹子) いノ十二   
第15紙 49.6㎝ 絵(続) (はだか島の面々) いノ十三  いノ十三 
第16紙 50.4㎝ 詞 さるほとに御さうしはあんしかねて いノ十四  (「四」のみ判読可) 
第17紙 50.2㎝ 詞 ひにいふやうは三百年かそのさきに いノ十五 十 いノ十五 
第18紙 17.8㎝ 詞 ならすかおもしろさにしはしゆるし申 いノ十六 十一包 いノ十六 
第19紙 49.4㎝ 絵 (にょうごが島で笛を吹く御曹子) いノ十七  (判読不能) 
第20紙 50.0㎝ 絵(続) (にょうごが島の面々)    
第21紙 50.0㎝ 詞 さるほとに御さうしはたはかりたると いノ十九 十二 いノ十□(虫損) 
第22紙 50.2㎝ 詞 そのかたより吹くる風をはなんふうと いノ廿 十三包 いノ廿 
第23紙 50.0㎝ 絵 (ちいさこ島に上陸した御曹子) いノ廿一   
第24紙 50.6㎝ 詞 ちいさこしまのいはれと申をかたつて    
第25紙 50.3㎝ 詞 とかれたりらうりくとくあんをんらく いノ廿三 十五 いノ廿三 
第26紙 24.6㎝ 詞 ける有様也あさましやかゝるうきめにあ いノ廿四 十六包終 いノ廿四 
第27紙 
(白) 

19.0㎝      

       
中巻(紙高33.1×全長953.2㎝) 
表紙 36.0㎝      
見返し 36.8㎝      
第１紙 49.8㎝ 詞 さるほとにおにともこれをきくよりも (判読不能)  ろノ一 
第２紙 50.4㎝ 詞 一万ゆしゆんふかさも一まんゆじゆん ろノ二 二  
第３紙 50.4㎝ 詞 さらになし御さうしはこりをとりしゆ ろノ三 三 ろノ三 
第４紙 34.0㎝ 詞 やうのくろかねのさくをふりおなしく ろノ四 四包 ろノ四 
第５紙 50.0㎝ 絵 (ゑぞが島に到着した御曹子) ろノ五  ろノ五 
第６紙 50.4㎝ 詞 かれらかせいを見給へは十七八丈に見 ろノ六 五 ろノ六 
第７紙 28.6㎝ 詞 しきとはしたけれと竹をならすか  六包 ろノ六 
第８紙 50.2㎝ 絵 (鬼たちを前に笛を吹く御曹子) ろノ七□□(破損)  
第９紙 50.0㎝ 絵(続) (笛に聞き惚れる鬼たち)    
第10紙 50.2㎝ 詞 あるおにともかいふやうはこれほとお  七 ろノ九 
第11紙 21.4㎝ 詞 有様おそろしきことかきりなしもとよ ろノ十  ろノ十 
第12紙 49.6㎝ 絵 (朝日天女と出会う御曹子) ろノ十   
第13紙 50.0㎝ 絵 (大王の屋形)  ろノ十一 ろノ十一 
第14紙 49.6㎝ 絵(続) (笛を吹く御曹子)   ろノ十二 
第15紙 50.6㎝ 詞 大わうつく〳〵ときゝ給ひなのめなら ろノ十三 九 ろノ十三 
第16紙 50.4㎝ 詞 てきたることけふのゑしきにしたけ ろノ十四 十 ろノ十四 
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 ①寸法 ②詞／絵 ③詞書冒頭(絵) 

④オモテ
右上墨書

⑤オモテ
右中央墨書

⑥ウラ右上墨書

第17紙 50.2㎝ 詞 しおつるものならはけふのゑしきと ろノ十五 十一包 ろノ十五 
第18紙 50.0㎝ 絵 (大王に武芸を披露する御曹子)    
第19紙 24.4㎝ 詞 御さうしはたゝひとりひろにはにおはし ろノ九 十二包終  
第20紙 
(白) 

20.2㎝      

       
下巻(紙高32.8×全長1585.8㎝) 
表紙 34.0㎝      
見返し 34.6㎝      
第１紙 50.0㎝ 詞 さるほとに大わうにかくと申けれは大  二  
第２紙 50.4㎝ 詞 きよは竹をならせと仰けれは御さう  二 はノ二 
第３紙 50.4㎝ 詞 ねからあやをりて一かさね十二ひとへを はノ四 三 はノ四 
第４紙 27.2㎝ 詞 とこゝろか雲井にあくかれてかくは はノ五 四包  
第５紙 49.8㎝ 絵 (大王の屋形)   (判読不能) 
第６紙 50.0㎝ 絵(続) (大王と朝日天女の前で笛を吹く御曹子) はノ七  (判読不能) 
第７紙 50.0㎝ 詞 しゆもなかはに大わうは御ざしき はノ八 五包 はノ八 
第８紙 48.6㎝ 絵 (朝日天女と語り合う御曹子) □□   
第９紙 50.4㎝ 詞 天女はきこしめしなにことなりとも はノ十 六  
第10紙 51.0㎝ 詞 こしめしこゝにひとつのたとへあり  七  
第11紙 50.8㎝ 詞 をめくらし給ひてかのまき物を    
第12紙 49.2㎝ 絵 (箱を手に戻る朝日天女)    
第13紙 50.8㎝ 絵 (箱を御曹子に差し出す朝日天女)   十□(四カ) 
第14紙 49.8㎝ 絵(続) (庭の景色、銀の月)    
第15紙 50.0㎝ 詞 さて御さうしにかくと仰けれは御さ    
第16紙 50.4㎝ 絵 (室内で御曹子を見守る朝日天女) (判読不能)   
第17紙 50.0㎝ 絵(続) (兵法書を書写する御曹子)    
第18紙 50.2㎝ 詞 御さうしはきこしめし大事かいて 十九 十  
第19紙 50.2㎝ 詞 給ふへしみつからかなにとかなりて  十一包  
第20紙 48.8㎝ 絵 (別れを惜しむ御曹子と朝日天女)    
第21紙 49.4㎝ 詞 さるほとに御さうしはしのひてたい    
第22紙 24.6㎝ 詞 はめてうきくつといふ馬なとにのり  十三包  
第23紙 50.4㎝ 絵 (海に入り、御曹子を追う鬼たち)    
第24紙 49.8㎝ 絵(続) (船で逃げる御曹子) は五   
第25紙 49.4㎝ 詞 このやまをたつぬるそのひまにまた  十四  
第26紙 50.4㎝ 詞 てんによあしたの露ときえたまふ    
第27紙 28.4㎝ 詞 ことのうたかひなしとてよろこひはかき  十六包  
第28紙 50.2㎝ 絵 (秀衡の屋形)    
第29紙 50.0㎝ 絵(続) (秀衡と御曹子の対面。御曹子の枕上で泣

く朝日天女) 
は□   

第30紙 49.6㎝ 詞 御さうしかつはとおきさせ給ひいかに    
第31紙 
(白) 

15.6㎝      

第32紙 49.4㎝ 狂歌     
第33紙 22.0㎝ (続)     
第34紙 
(白) 

21.0㎝      

 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


